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IT を活用して多様化した業務の効率化と
社内ネットワークの強化 静岡県浜松市
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管工事業、機械設備工事業、改修工事業、
飲食事業、農業、保育事業、宿泊事業

前職で取り組んでいた事業に一区切りついた段階で
「自分がより成長し貢献できる会社に入ることができ

たら」と考えておりました。一度も訪れたことがな
い浜松という場所。そして、まったく関わってこな
かった建設業界の会社からオファーをもらい、当社
に飛び込んだワクワク感は生涯忘れることはないで
しょう。やりたいこと、やれること、成長できるこ
とがまだまだたくさんあるので、優先順位をつけな
がら取り組み大きな成果を出していこうと思います。

レストラン事業部においては、SNS のフォロワー
数 ( 図表参照 ) が 1 年前の 1.37 倍に増加し、増収
増益につながっています。ホームページのリニュー
アルも完了し、ペルソナの再設定を行い自社での
PV 撮影・作成の質感を高めることができブランディ
ング施策にも貢献しています。さらに、出前館出
店による販路拡大、新メニューの開発、スタンプ
カードやアンケート調査など、顧客との接点強化に
SNS を効果的に活用しています。

創業者が急逝し事業継続に課題を抱えておりまし
た。建設業だけでなく飲食業まで営む多角化経営
をしていましたので、一番の課題は後継者の信頼
性や、社内外への魅力発信でした。そういった中
で、プロフェッショナル人材戦略拠点の山口氏と
出会い、拠点事業を知ることができました。静岡
県のプロ人材確保事業補助金を利用して、首都圏
から八巻氏という優秀な人材を確保できたことは、
コスト面および有益な機会を得たという点であり
がたく思っております。八巻氏の明るい性格、意
欲的な取り組み姿勢が、相乗効果を生み働きやす
く活性化された職場形成に結びついて行くものと
期待しています。

SEO マーケティング会社　代表者、Web メ
ディア運営会社　執行役員

主な経歴：

代表取締役

役職名： マーケティング室　室長

八巻 毅 氏

年　齢： 37 歳
家族構成：単身
出身地： 還流ルート：北海道 I ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

創業者の企業理念を具現化する中、レストラン事業、認可保育園事業、農園事業、宿泊事業と順調に事業を多角
化してきました。しかしながら、事業部ごとの成果にこだわり、グループとしてのシナジー効果が現れていない
ような状態でした。改善策として、事業部ごと・社員ごと・案件ごとの工程管理、収益状況、繁忙状況を見える
化することの必要性を強く感じ、ネットワーク再構築が経営判断には欠かせないものであると考えました。さら
に、新事業として取り組んでいる業務効率化を図る「3D スキャナーを活用した現場調査サービス」と「スマー
ト農業設備の導入支援」を利用者視点で完成に導くには、マネジメント経験があり IT リテラシーの高いプロ人
材を外部より迎え入れることの必要性を強く感じました。

ネットワーク再構築による業務の見える化および新事業の事業化

見える化するためには、具体的に担当業務がどのように効率化できるかをデモソフトを通して、実感していただ
く必要がありました。そこで、IT リテラシーが高く、社員を巻き込みながらプロジェクトを推進できるコミュニ
ケーション能力の高い人材を必要要件としました。また、経営サイドの考えを理解し共感できることも重要な要
素でした。採用した八巻氏は、開口一番に経営理念についての質問をするなど、企業のあり方を重視する姿勢が
強く本気度を感じました。職務経験においては、24 才でホームページ関連事業を立上げるなど、当社が必要と
している IT スキルを持ち合わせており、各部門の実務に即した IT 化推進のプロジェクトリーダーとして、業務
効率化に取り組んでいただくこととしました。

IT 化を社内の共通認識とし、業務効率を高める

入社後は社長とともに経営理念を見直し、見やすく共感できるホームページのリニューアルと採用サイトの立
上げを実施し、業者であれば２ヶ月かかるところを２週間で完成させました。また、自作パソコンの経験を活
かして、業者依頼の半分のコストでパソコン性能のレベルアップを行い収益にも貢献しました。運用面では、
従業員全員がつながるチャットツールを導入したことで、業務効率化とコミュニケーションの円滑化が図られ
ました。また、部門責任者の管理ツールとして、課題をヒアリングベースで把握でき、担当部署との共有化に
も役立っています。さらに、ルーティンな会議や議事録作成などの管理業務も改善され、プロジェクトの見え
る化も容易になりました。

チャットツール導入による業務改善とコミュニケーションの円滑化

中村 将義 氏

愛管株式会社42 静岡県


